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イベント概要 

 

[企業名]  大日本印刷株式会社 

 

[企業 ID]  7912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023年 3月期 第 2四半期機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

 

[決算期]  2022年度 第 2四半期 

 

[日程]   2022年 11月 16日 

 

[ページ数]  31 

  

[時間]   15:30 – 16:30 

（合計：60分、登壇：32分、質疑応答：28分） 

 

[開催場所]  電話会議 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  60名 

 

[登壇者]  3名 

常務取締役  橋本 博文（以下、橋本） 

常務取締役  黒柳 雅文（以下、黒柳） 

IR・広報本部長 若林 尚樹（以下、若林） 
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[アナリスト名] 野村證券  河野 孝臣 

大和証券  榮 哲史 
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登壇 

 

若林：定刻となりましたので、DNP大日本印刷、機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開始

いたします。 

本日は大変お忙しい中、当社のカンファレンスコールにご参加いただき、誠にありがとうございま

す。本来であれば、皆様方と実際にお顔を合わせながら説明会を開催させていただきたいところで

すが、現状いまだコロナ禍におきましては安全を最優先として、電話会議という形で開催させてい

ただくことにしました。何とぞご理解くださいますようお願いいたします。 

それでは、本日の出席者をご紹介いたします。常務取締役、橋本博文、常務取締役、黒柳雅文でご

ざいます。本日の司会は私、IR・広報本部の若林が務めさせていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

本日の進行ですが、初めに常務の黒柳より、2023年 3月期第 2四半期決算概要についてご説明い

たします。次に、常務の橋本より、中期経営計画の進捗状況についてご説明いたします。その後、

質疑応答の時間を設けています。質疑のやり方につきましては、のちほど改めてご説明いたしま

す。なお、本日は 16時 30分までの予定ですので、よろしくお願いいたします。 

それでは、2023年 3月期第 2四半期決算についてご説明させていただきます。お願いいたしま

す。 

黒柳：常務取締役の黒柳です。本日は DNPの決算説明会にご参加いただき、ありがとうございま

す。私より、2023年 3月期第 2四半期決算の概要について説明させていただきます。 

なお、本日の説明でございますけれども、既に金曜日に決算発表を行っておりまして、日にちが経

っております。時間の関係もありますので、私のほうで説明が必要だと考えている点、あるいは皆

様のお聞きになりたいだろうという点を中心に説明を行います。資料の数字等の読み上げは割愛さ

せていただこうと考えております。 
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それでは、資料に基づきまして早速ご説明差し上げます。 

まず、2ページ目の全体の業績概要でございます。 

今回、営業利益が減益となった要因につきましては、3ページの滝流れ図や各セグメントの状況で

説明いたします。 

この 2ページでは 2点、経常利益と設備投資の進捗について補足させていただきます。 

まず、1点目の経常利益でございます。営業利益は減益ながらも、主に持分法適用の関連会社の業

績が好調でございまして、前年を確保した状況になっています。 

その点について補足いたしますと、設備投資額が巨大化している半導体業界は、市況の変動も大き

く、投資リスクも大きくなっておりますけれども、こういったリスクを軽減するために、当社では

台湾や中国でのフォトマスク製造事業を、米国のフォトロニクス社とジョイントベンチャーを組ん

で事業を行っております。現在の半導体事業の活況の中で、この 2拠点の業績が非常に好調でござ

いました。この点が、経常利益の特徴でございます。 

2点目は、設備投資でございます。表の下から 3行目の右で、進捗率が 25%となっております。こ

の点についてご説明します。 
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通期計画の 950億円でございますけれども、これは成長事業、経営基盤強化のための投資でござ

います。特に本年度末に経営基盤の強化のため、私たちが説明しております、本社がある東京・市

谷地域の再開発を行っておりまして、Ⅲ期工事で 300億円の計上を予定しております。 

この市谷再開発の目的でございますけれども、今まで都内の各地域に分散していました全事業部の

営業や企画、開発部門を市谷に集結させて、それぞれの事業部が持つ強みを「オール DNP」とし

て掛け合わせて価値を提供していきたい。さらに得意先やパートナー企業様も市谷に招き、連携を

強化して新たな価値を創出するイノベーションを加速させていきたいと思っています。 

 

3ページ目で、営業利益の対前期の増減を滝流れ図でご説明いたします。 

今回の営業利益減益の要因でございますけれども、コロナ禍からの経済活動の回復による混乱や、

地政学的リスクの増大の影響を大きく受けました。 

世界的な資源価格の高騰の影響により、原材料やエネルギー価格でマイナスの要因が大きく、この

6カ月間では 75億円の影響を受けました。価格転嫁は精力的に進めておりましたけれども、交渉

から実施までのタイムラグ等もあり、この期間での転嫁率は 6割程度となりました。 

滝流れ図のその右にある為替、円安の影響はプラス 72億円でございました。ほぼ原材料のマイナ

スの影響を打ち消すような規模でした。この円安の影響は、他社でもかなり大きくなっており、当

社は製造メーカーで輸出も行っておりますけれども、当社規模からすると、かなり少なめの金額だ

と感じております。 
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当社では、為替リスクの低減のために海外での適地生産を進める一方、日本からの輸出につきまし

ては、円建ての取引を得意先と交渉して進めております。全てではありませんが、円建て取引をか

なり進めてまいりましたので、今回の円安の影響は限定的でした。一方で、今後、円高に反転した

場合のマイナスの悪影響も圧縮できると考えております。 

以上が外部要因にかかわることであり、また、減益要因として注力事業の拡大が一時的に停滞した

ということがございます。 

注力事業の今回の影響額がプラス 3億円ということで、非常に少なくなっております。その一つの

要因といたしましては、中国におけるゼロコロナ政策により、IT機器の販売が大きく低迷したこ

とがあります。当社においては、主力製品である有機 EL製造用のメタルマスクや、IT用のリチウ

ムイオン電池用バッテリーパウチの需要が減少いたしました。 

これらの事業はメガトレンド的にも成長を続けるものであり、ある意味、成長の過程での踊り場に

あると認識しております。このバッテリーパウチやメタルマスクの現在の取り組み状況、今後の設

備投資等につきましては、後半、常務の橋本からご説明を差し上げます。 

 

それでは、4ページ目以降で各セグメントについて、ここも特徴的なポイントに絞って説明をさせ

ていただきます。 

4ページ目の情報コミュニケーション部門は、増収ながら微減益となりました。 
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この利益の状況について、イメージングコミュニケーション事業が海外で回復しております。この

事業は海外との取引も多く、円安効果がありました。ただ一方では、この分野での用紙や IC チッ

プなどの原材料の価格や、エネルギー価格の高騰の影響をかなり受けまして、わずかながら減益と

なりました。 

 

続きまして、5ページが生活・産業部門でございます。 

増収ながら大幅な減益となっております。利益の規模としては、ほぼ 3分の 1になってしまったと

いう状況でございます。この部門については、先ほど申し上げましたとおり、IT用のリチウムイ

オン電池用バッテリーパウチの売上の減少がありました。 

またそれに加えまして、原材料やエネルギー価格の高騰の影響額がこの部門は最も多く、利益を大

きく引き下げた要因となっております。 
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続きまして、6ページ目のエレクトロニクス部門については、6カ月間で見ますと減収増益となり

ました。 

先ほど申し上げましたとおり、メタルマスクの一時的な需要減や、コロナ禍の巣ごもり需要の反動

減がありました。特に 7月から 9月の第 2四半期に、こういったマイナスの影響が出ましたの

で、特にディスプレイ関連製品が減少しております。 

ただ、もう一方の主軸である電子デバイス関連につきましては、堅調を維持しています。円安効果

もあり、6カ月間では増益となっております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

 

7ページの飲料部門については、やはり原材料やエネルギー価格の高騰の影響を受けておりまし

て、マイナス要因が大きかったのですが、販売増や収益改善活動で増益を達成した状況でございま

す。 

ここまでが、第 2四半期の実績に関する説明でございます。 
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それでは、これから通期予想に関する説明に移ります。 

まず、8ページをご覧いただきたいと思います。下期業績への影響のポイントを要因別、セグメン

ト別に表組みで整理しております。 

半年前の通期決算のときもこのような表をご提示しておりました。当時は半導体不足という要因を

入れていましたが、今回は急速な円安の進行を加えております。 

この表の中で、青い文字のところがプラス要因で、それ以外がマイナス的な要素となっておりま

す。 

まず、コロナ禍の影響としましては、皆さんも本当に感じていらっしゃると思いますけれども、コ

ロナ感染者が減少してきたということで海外からの旅行客を認めるとか、日本人でも個人旅行を中

心に観光業が活況となっています。 

また、これに伴ってインバウンド需要の回復等も期待できる状況です。こういったプラス的な要因

では、情報コミュニケーション部門で、販促物関連等を中心にプラスの効果が期待できると考えて

おります。 

また、一番右に加えましたけれども、急速な円安の進行がございます。 

為替の円安につきましては、中間期の実績として先ほどご説明したとおりです。一時期に比べると

少し円安の進行は落ち着いてきたと思いますが、まだ日銀の政策転換も当面はないと予想されてい

ますので、下期においても円安傾向が続くと考えており、この面ではプラスの効果が期待できると

考えております。 
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私の説明は最後になります。9ページ目の 2022年度の業績予想でございます。 

前ページで申し上げましたプラス要因があります。また、引き続き原材料等の価格の高騰の影響が

ありますけれども、この下期におきましては得意先の了解をとり、転嫁率も引き上げられる見通し

が立っております。そういったことも踏まえまして、現時点においては期初に公表した計画に変更

はございません。 

最後に、私から一つ申し上げることがあります。先週 11日金曜日に、当社の決算発表を行い、翌

営業日になる 14日、当社の株価に大きなネガティブな影響がございました。この点につきまして

は、私どもとしても真摯に受け止めております。 

資本政策につきましても、引き続き保有する投資有価証券や固定資産の見直しを進め、戦略的な事

業投資を行い、資本効率の向上に精力的に取り組んでまいる所存です。 

私からの説明は、以上でございます。ありがとうございました。 

若林：続きまして、中期経営計画の進捗状況についてご説明をさせていただきます。 
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橋本：常務取締役の橋本です。ここからは、私からご説明をいたします。 

まず 10ページをご覧ください。ここから以降、各部門の注力事業について説明をいたします。 

今回、情報コミュニケーション部門につきましては、業績推移と、今回の中期計画で考えている注

力事業を示した図といたしました。 

内容につきましては、先ほど黒柳から説明がありましたので、今回はこのような形で説明を省かせ

ていただきます。 
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次に、11ページをご覧いただきたいと思います。生活・産業部門の業績推移と主な注力事業を示

しています。 

本日は皆様方も非常に関心が高く、そして私どもとしましてもこれから将来の柱になっていくと考

えているリチウムイオン電池用バッテリーパウチの動向について説明をさせていただきます。 
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それでは、12ページをご覧いただきたいと思います。 

こちらは、社会課題/トレンド、ソリューション、そして環境・社会へのインパクトを表してお

り、以前からお示ししている図と基本的には同じでございます。こちらについて、1点、変更がご

ざいます。 

真ん中のソリューションの欄に円グラフがあります。バッテリーパウチにつきましては、主にモバ

イル向けの IT向けと、車載向けというのが大きな用途になりますが、前回の説明会までは、大体

この割合が 4対 6ぐらいだとお話をしておりました。車載向けが成長をしてきまして、昨年度では

では IT向けが 30%、車載向けが 70%程度になりました。 

 

13ページをご覧いただきたいと思います。 

足元のバッテリーパウチの状況はどうなっているのかという点も、非常にご関心が高いのではない

かと思います。また、中長期的にも何か変化はあるのかという点につきましても、まとめたページ

となっております。 

バッテリーパウチの、主にモバイル等を中心とした IT向けにつきましては、巣ごもり需要の反

動、あるいは中国のゼロコロナ対策によるロックダウン、こうした影響から消費が世界的にも落ち

込んできており、マーケットの冷え込みの影響を残念ながら大きく受けているのが現状です。 
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そして車載向けにつきましては、第 1四半期はまだ自動車産業自体が半導体不足の影響、あるいは

サプライチェーンの混乱の影響がまだ色濃く出ている部分がありまして、減産している会社がかな

り多くございました。 

こうしたことで、第 1四半期はかなり車載向けも苦戦をしたのですが、7月以降、第 2四半期に入

りまして底を脱して回復基調となっております。 

もう一つ、このバッテリーパウチではアルミ、あるいは樹脂といった原材料を使うわけですが、特

にアルミニウムについては非常に原材料価格が高騰した局面がありまして、この影響を大きくこの

6カ月の間では受ける結果となりました。価格転嫁等についても進めてまいりまして、第 3四半期

以降は、かなりの部分がカバーできるのではないかと考えております。 

その反面、中長期的にはどうだったのかということになりますと、以前お話した状況とあまり変化

はなくて、私どもが生産しているパウチタイプのバッテリー、リチウムイオン電池をつくるメーカ

ーは、特に米国を中心として工場の立地計画、そして実際に建てられて稼働を始めようかという案

件がどんどん増えている状況です。中長期的には、この EV 需要の拡大で、私どものバッテリーパ

ウチも好調な推移が見込まれると考えています。このあたりの状況には変化はないと見ておりま

す。 

こうしたことから、これまでの生産体制では当然作りきれないという局面が出てまいりますので、

私どもはこの 2年半の中で、さまざまな形で生産体制の強化に努めてまいりました。ページの下段

に、直近の工場増設の状況という形でまとめております。新たに開設しました鶴瀬工場のバッテリ

ーパウチのラインに、もう 1ライン追加する工事を進めてまいりましたが、稼働を来年の 10月に

予定しております。 

また、エレクトロニクスの関連の製品を生産してきたデンマーク工場につきましては、残念なが

ら、その製品もだんだん少なくなってきている、減産してきているという状況がありまして、工場

に空きが出てきている状況でした。こちらの空いた工場の用地を利用しまして、ヨーロッパ向け、

欧州向けの供給の一つの橋頭堡にしていこうということで、スリット加工のラインを新設しており

ます。こちらについては、来年の初めに稼働を予定している状況です。 

また、これから 2年、3年の間に、特に米国を中心に、非常に多くのパウチを使う工場が建設され

ていく状況がございます。私どもとしましては、当然為替の状況あるいは原材料の状況等々、一つ

一つ見ていかないといけないのですが、アメリカでの現地生産も視野に入れた形での生産能力の増

強計画も検討しています。 
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続きまして、14ページをご覧いただきたいと思います。エレクトロニクス部門の業績の推移と主

な注力事業を示しております。 

本日はこの中から、11月 10日にニュースリリースを行った、メタルマスク、大型メタルマスクに

関連する投資の計画について、ご説明したいと思います。 
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15ページでは、メタルマスクの状況について説明しております。 

OLED は、主にスマートフォン向けの需要でこれまで拡大をしてきております。液晶タイプのスマ

ートフォンから徐々に OLEDタイプに切り替わりが進んでおりまして、2021年には OLED比率は

36%程度と推定しております。 

さまざまな調査機関の情報も合わせますと、2025年には OLED比率が 50%を超えると私どもも予

想しております。これに対応するという意味でも、生産量は 1.4倍ぐらいに、現在から引き上げて

いかないといけないと考えております。 

また、最近ではスマートフォンよりもう少し大きいタイプのタブレット端末、あるいはノートパソ

コンなどにも液晶ではなく OLED を使っていく動きが出てきております。実際にこうした動きに

対応するために、それぞれのメーカーも大型のガラス基板で、それを実現していこうという動きが

ございます。私どものメタルマスクも、従来のものよりも大型のものをつくっていく必要性が出て

きております。 

こうした動きを鑑みまして、11月 10日に発表させていただいておりますが、以前カラーフィルタ

ーを生産しており、コロナ前に休止しておりました福岡県の黒崎工場を活用し、約 200億円を投

じて第 8世代と呼ばれる大型のガラス基板に対応した大型のメタルマスクを生産するラインを新設

して、2024年上期には稼働を開始したいと考えています。 

このことによりまして、もう一つの目的でもありますが、当社の主力製品の一つであるメタルマス

クの生産拠点を BCPの観点で強化していきます。今までは広島県・三原工場の一つの拠点で対応

してきたのですが、災害リスク等々さまざまな事態を考慮し、BCPの観点からバックアップが必

要だという理由もあり、今回のこの黒崎の投資を決めています。 

この投資により、メタルマスクの生産能力は現状の約 2倍に引き上げられると考えております。 
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続きまして、各国・地域への最適な価値の提供ということで、16ページをご覧いただきたいと思

います。 

私どもの非常に強みのある製品・サービスを、各国・各地域に合わせて、さまざまな形で対応した

上で、提供していく形で進めてまいりました。主にここに書いてあるイメージングコミュニケーシ

ョン事業、高機能フィルムの事業、電子デバイスやディスプレイ関連の事業を広げてきているわけ

です。 

2022年度の状況につきましては、この矢印で示しているようなものがガイドラインとなっており

ます。 

こうした中で、結果として、海外売上高比率もどんどん上昇してきておりまして、足元のこの第 2

四半期では、約 23%程度まで拡大してきている状況です。 
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それでは、17ページをご覧いただきたいと思います。 

こちらでは、構造改革の考え方と、その構造改革等によって生まれてきたさまざまなリソースを成

長分野にシフトしていくという基本的な考え方を示しております。 

右側は、この半年ぐらいで主に取り組んできた取り組みを列挙しています。 

大きいものとしては、先ほど申し上げたバッテリーパウチやメタルマスクの取り組みがあります。

ご紹介していない中では、紙メディアの拠点の縮小がございます。ここ数年取り組んでまいりまし

たが、今年の 3月に王子工場（東京都）について、生産を停止して、売却していくことを決定いた

しました。 
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続きまして、18ページをご覧いただきたいと思います。 

私どもの中期計画を大括りな表現で申し上げますと、先ほどの表にもありましたように、構造改革

をしていかざるを得ないような事業については、それによってマーケットのサイズに合わせていく

ことなどで、新たにリソースが生まれます。 

こういうリソースを可能な限り、成長していく分野、特に「注力事業」と呼んでいる事業に振り向

けることによって、売上は一気に大幅な増加というのではなくて、緩やかな増加になると考えてい

ますが、プロダクトミックスが変わることで収益性を高めて、営業利益を押し上げていく考えで

す。 

その KPIとして、この注力事業が、既存事業も含めた全体の売上と利益の中で、どの程度を占め

るのかという目標を持って進めております。 

この第 2四半期につきましても、売上で 42%程度、営業利益では 80%程度が、この注力事業で構

成されてきております。 
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最後になりますが、19ページをご覧いただきたいと思います。私どもの 3カ年の中期のここまで

の推移を表しています。 

ROEにつきましても何とか 6%程度は出していきたいと考えております。 

私からの説明は、以上になります。 

若林：ありがとうございました。説明は以上となります。 


